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保健衛生行政に従事している方々，これから志す方々および地域保健の実務に

携わる方々のための保健衛生行政の現状と課題を概説したものです。本書は，昭和31年の初版から

21版と版を重ねてきた，歴史ある書です。今回の改訂では，平成20年度から全面実施がはかられる

医療制度の総合的改革について頁を割いております。
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ンデミック・インフルエンザ」
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（序文より）米国予防接種諮問委員会（ACIP）は，インフルエンザの健康影響

やワクチンの有効性などに関する最新知見に基づいて，毎年「インフルエンザの予防と対策」と題す

る勧告を行っています。厚生労働科学研究費補助金，新興・再興感染症研究事業による「インフルエ

ンザワクチンの分析疫学研究班（略称）」では，2005年からこの ACIP 勧告の翻訳出版を始めました。

（中略）2005年の初出版以降，保健師・看護師の方々から「もっと簡易で読みやすいものを」という

強い要望がありますので，このたび2006年版勧告の「要約版」を出版するこことしました。ACIP 勧

告の中に記されているように，保健医療従事者はワクチンに関する正しい知識の普及と接種率の向上

において，重要な役割を担っています。完訳版に併せてこの要約版を出版することで，より幅広い方

々に最新の知識が普及していくことを願っております。（後略）
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